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研究成果の概要（和文）：医療ビッグデータを用いた解析を行い、以下のことを報告した。1)脳卒中急性期にお
いてリハビリテーションの量、開始時期、種類が重要であること。2)大腿骨近位部骨折において週末訓練が機能
回復、早期退院に効果があること。3)脊髄損傷患者に対する装具療法が機能改善に有効であること。4)大腿骨近
位部骨折において術前訓練が機能回復に効果があること。5)脳卒中急性期において週7日訓練が機能回復に有効
であること。6)血栓溶解療法を受けた脳梗塞に対する早期訓練は有害事象なく有効に実施可能であること。7)大
腿骨近位部骨折においてリハビリテーション科専門医の参加が機能回復に有効であること。

研究成果の概要（英文）：We conducted observational study using medical big database. Our data 
suggested that 1)amount, timing, and type of rehabilitation, and participation of multidisciplinary 
staff are essential for high performance in acute stroke rehabilitation. 2)weekend rehabilitation 
for hip fracture patients can lead to functional recovery. 3)leg orthoses may improve activities of 
daily living in individuals with spinal cord injury. 4)preoperative rehabilitation after hip 
fracture is associated with better rehabilitation outcomes than no preoperative rehabilitation. 5)
7day/week of rehabilitation in early rehabilitation for patients with acute stroke can lead to 
functional recovery. 6)patients with acute ischemic stroke undergoing very early rehabilitation 
after thrombolysis were more likely to achieve functional independence without an increase in 
adverse outcomes. 7) participation of board-certificated physiatrists is associated with good 
rehabilitation outcomes in patients with hip fracture. 
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１．研究開始当初の背景 
（1）リハビリテーション医学は、他医学領
域に比べまだまだエビデンスが少ない領域
である。従来のリハビリテーション医学研究
の多くは施設単位で個別に実施されている
ことが多く、一般化可能性に乏しく、疫学デ
ータとしての価値は限定的なものにとどま
っている。さらには全国規模の患者データを
用いたリハビリテーション疫学研究・リハビ
リテーション医療経済研究もまだまだ少な
い。こうした閉塞した状況を打開し、日本の
リハビリテーション医学研究が世界に伍し
て持続的に発展を続けていくためには、多施
設のリハビリテーションデータを共通のフ
ォーマットで収集・蓄積したデータベースを
用い研究を実施するフレームワーク構築が
不可欠である。 
 
（2）近年、アメリカではビッグデータを用
いたリハビリテーション医学研究を推進す
る機関である Center for Rehabilitation 
Research using Large Datasets (CRRLD)が
発足、データベースの整備やデータ解析を強
力にサポートすることで優れたリハビリテ
ーション論文が続々と生産されるようにな
った。日本でも疫学研究に応用可能なデータ
ベースが増えており、それら大規模データセ
ットを用いたリハビリテーション医学研究
推進が可能な下地は整ってきていると考え
られる。特に日本リハビリテーション医学会
が中心となって作成した日本リハビリテー
ションデータベースには、3 万人以上のリハ
ビリテーション患者のデータが集約され、
様々なエビデンス創成が可能となっている。
また本データベースを軸に、DPC（Diagnosis 
Procedure Combination）データ、電子カル
テのデータをリンケージすることで様々な
リハビリテーション疫学研究が可能である。 
 
（3）またデータベースの発達に伴い、それ
を解析するための様々な統計手法も洗練さ
れてきている。これまで後向視的データ解析
からは原因と結果、治療効果等を明示するこ
とは困難であったが、ランダム化比較試験を
模倣し因果推論を可能とする傾向スコア解
析や未測定の交絡因子までをも調節し効果
推定を可能とする操作変数法といった強力
な統計手法が疫学研究でも用いられるよう
になってきている。また主に社会学で発達し
てきた統計手法であるマルチレベル分析は
通常のエコロジカルスタディでは明らかに
することのできない「病院の特性が、個人の
アウトカムにどのような影響を与えている
のか」という、病院レベルと個人レベルの要
因を分けたうえで新たな仮説の検証を可能
とする。マルチレベル分析を用いれば、病院
間格差を明らかにしたうえで、その格差が病
院の何に由来するものなのかを明らかにす
ることができる。 
 

（4）現在のところ、このような大規模デー
タベースや解析手法を使用したリハビリテ
ーション医学研究はほとんど行われていな
いのが日本の現状である。これら大規模デー
タと新たな統計解析手法を駆使することで、
RCT では判断できない現実世界でのリハビ
リテーション医学の効果や費用対効果、リハ
ビリテーション医学の質評価の研究などが
実施できれば、要介護高齢者を多数有する超
高齢社会日本においても大きな貢献になる
と考える。本研究は、大規模データベースを
用いたリハビリテーション医学研究を行い、
新たなリハビリテーションエビデンスを構
築するものである。 

 
２．研究の目的 
（1）これまで大規模データベースと高度な
統計解析を用いたリハビリテーション研究
は少ない。我々の研究は日本リハビリテーシ
ョンデータベースをはじめ、DPC データベー
ス等に対し、傾向スコア分析、操作変数法、
マルチレベル分析などの高度な統計解析を
駆使することで新たなリハビリテーション
のエビデンスを創生するものである。我々は
本研究により急性期リハビリテーション医
療の効果、リハビリテーションの効果を高め
る病院の特徴等を明らかにすることで社会
にも貢献したいと考えている。これらが明ら
かとなれば、さらに必要なリハビリテーショ
ン医療資源の量や、限りあるリハビリテーシ
ョン医療資源の適切な配分を考える上で重
要な情報となる。またリハビリテーション医
療の質の評価に関する基礎資料となりうる。 
 
（2）本研究は大規模データベースを活用し、
各リハビリテーション関連疾患に関する疫
学研究や費用効果分析、医療の質の評価研究
等を多面的に実施することを目的とする。こ
れにより、今まで欧米諸国の後塵を拝してき
た日本のリハビリテーション医学研究を活
性化し、その成果を医療政策や実際の医療現
場に有機的に還元することにより、リハビリ
テーション医療の標準化と均てん化、リハビ
リテーション医療の質と効率性の向上をよ
り高い次元で実現することを目指す。 
 
３．研究の方法 
（1）日本リハビリテーションデータベース
（Japan Rehabilitation. Database: JRD)を
用いて、以下のような検討を行った。①脳卒
中急性期患者に対する週末リハビリテーシ
ョンの効果を検討した。②脳卒中急性期後の
認知機能に対する言語聴覚療法の効果を検
討した。③回復期脳卒中患者に対しリハビリ
テーション科専門医が関わることが機能予
後を改善させるかどうか検討した。④リハビ
リテーション科専門医が主治医として関わ
ることが大腿骨頸部骨折患者の機能予後を
改善させるかを検討した。⑤急性期大腿骨近
位部骨折に対する術前リハビリテーション



の効果を検討した。⑥急性期大腿骨近位部骨
折に対する作業療法の効果を検証した。⑦急
性期脳卒中患者において治療成績の良い病
院のリハビリテーションの特徴を検討した。
⑧急性期大腿骨近位部骨折において治療成
績の良い病院のリハビリテーションの特徴
を検討した。 
 
（2）DPC（Diagnosis Procedure Combination）
データベースを用いて、以下のような検討を
おこなった。①高齢誤嚥性肺炎入院患者の経
口摂取予後に対する摂食嚥下リハビリテー
ションの効果について検討し、摂食嚥下リハ
ビリテーションを受けた人たちの退院時経
口摂取自立率を調べた。②高齢誤嚥性肺炎患
者の早期経口摂取自立に影響を与える因子
について探索的解析を実施した。③血栓溶解
療法（t-PA 治療）を受けた脳梗塞患者に対す
る超早期リハビリテーションの安全性と有
効性について検討した。 
 
（3）日本リハビリテーション栄養学会の症
例レジストリーを research electronic data 
capture (redcap)を用いて構築し、以下のよ
うな研究を行った。①日本リハビリテーショ
ン栄養データベースに関する記述疫学研究
を実施した。②回復期大腿骨近位部骨折患者
における栄養状態の改善とADLの改善との関
連性を検証した。 
 
４．研究成果 
（1）日本リハビリテーションデータベース
を用いて、以下の研究報告を行った。①脳卒
中急性期患者に対する週末リハビリテーシ
ョンの効果を検討し、週末リハビリテーショ
ンを受けた患者はそうでない患者に比べ、転
帰良好（退院時）の割合が高く(43.3% vs 
37.6%; P=0.002)、そのオッズ 比は 1.6 であ
った。多変量解析でも同様の結果であった。 
②脳卒中急性期後の認知機能に対する言語
聴覚療法の効果を検討し、集中的言語聴覚療
法を受けた患者はそうでない患者に比べ、認
知 FIM 効率が有意に高かった(平均値, 0.17 
vs. 0.10; P < 0.001)。多変量解析でも同様
の結果であった。 ③回復期脳卒中患者に対
しリハビリテーション科専門医が関わるこ
とが機能予後を改善させるかどうか検討し、
専門医が関わった患者はそうでない患者に
比べ FIM 効率が有意に高かった（平均値, 
0.31 vs. 0.28; p=0.035）。 ④リハビリテー
ション科専門医が主治医として関わること
が大腿骨頸部骨折患者の機能予後を改善さ
せることを検討し、主治医がリハビリテーシ
ョン科専門医であった患者はそうでなかっ
た患者に比べ ADL の改善率が有意に大きく、
在院日数も短かったことを報告した。⑤急性
期大腿骨近位部骨折に対する術前リハビリ
テーションがADLの向上に寄与することを報
告した。⑥急性期脳卒中患者において治療成
績の良い病院のリハビリテーションの特徴

を明らかにし、報告した。 
 
（2）DPC（Diagnosis Procedure Combination）
データベースを用いて、高齢誤嚥性肺炎入院
患者の経口摂取予後に対する摂食嚥下リハ
ビリテーションの効果について検討し、摂食
嚥下リハビリテーションを受けた人たちは、
受けなかった人たちに比べ退院時経口摂取
自立率がオッズ比で1.3倍であった。またDPC
データベースを用いて、高齢誤嚥性肺炎患者
の早期経口摂取自立に影響を与える因子に
ついて探索的解析を実施し、コックス比例ハ
ザードモデルを用いて検討したところ、男性、
低い ADL、低体重、重症肺炎パラメーター（脱
水、低酸素、意識障害、血圧低下）、いくつ
かの併存疾患（悪性腫瘍、敗血症、脳血管障
害、口腔疾患、精神障害、神経疾患、慢性肺
疾患、腎不全）を有している高齢誤嚥性肺炎
患者は、なかなか経口摂取自立しないことが
わかった。血栓溶解療法（t-PA 治療）を受け
た脳梗塞患者に対する超早期リハビリテー
ションの安全性と有効性について検討し、超
早期リハビリテーションを受けた人はそう
でない人と比べ退院時機能自立率がオッズ
比で1.2倍であった。また入院後の脳出血率、
7日死亡率、30 日死亡率、90 日死亡率に差は
なかった。 
 
（3）REDCap を用いたリハビリテーションと
栄養に関するデータベースを構築、10 以上の
施設から 1100 件以上の脳卒中、大腿骨近位
部骨折、高齢肺炎に関するデータを収集しデ
ータ固定とした。本データを用いて研究協力
者が解析を実施、日本リハビリテーション栄
養データベースに関する記述論文、回復期大
腿骨近位部骨折患者における栄養状態と ADL
改善との関連性に関する論文、回復期脳卒中
患者における栄養摂取量と機能予後との関
連性に関する論文等を執筆した。 
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